
                        

     

 

四
月
四
日
、
横
浜
ゴ
ム
新
入
社
員(

班
長
、

幹
部
社
員
を
含
め
四
十
名)

研
修
が
景

観
・
環
境
に
や
さ
し
い
四
谷
の
千
枚
田
で

行
わ
れ
た
。
こ
の
研
修
は
平
成
十
九
年
か

ら
毎
年
行
わ
れ
る
恒
例
行
事
と
な
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
研
修
に
お
い
て
横
浜
ゴ
ム
新

城
工
場
と
四
谷
の
千
枚
田
は
切
っ
て
も

切
れ
な
い
大
き
な
絆
が
保
た
れ
て
い
る
。

そ
の
事
例
の
一
つ
と
し
て
「
横
浜
ゴ
ム
が

環
境
重
視
の
活
動
の
一
環
と
し
て
工
場

の
敷
地
内
に
ド
ン
グ
リ
な
ど
広
葉
樹
を

植
栽
。
二
酸
化
炭
素
の
削
減
を
図
り
、
企

業
と
し
て
こ
の
活
動
が
評
価
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
も
、
こ
の
研
修
が
縁
で
環
境
に

や
さ
し
く
育
て
ら
れ
た
千
枚
田
の
稲
藁

が
ド
ン
グ
リ
な
ど
の
播
種
や
幼
木
の
敷

き
藁
と
し
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
波
及
し

た
結
果
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
四
月
三
十

日
に
は
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
犠
牲

者
を
出
し
た
岩
手
県
の
大
槌
町
の
海
岸

線
に
横
浜
ゴ
ム
主
催
で
防
潮
林
の
植
栽

が
行
わ
れ
、
敷
き
藁
と
し
て
「
四
谷
の
千

枚
田
」
の
稲
藁
が
利
・
活
用
さ
れ
る
。 

【
研
修
概
要
】
ま
ず
、
会
長
か
ら
「
皆
さ

ん
は
社
会
人
の
第
一
歩
の
研
修
で
あ
る
。

規
律
を
持
っ
た
行
動
を
取
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
」
続
い
て
市
地
域
整
備
課
内
藤

課
長
は
「
厳
し
い
条
件
で
耕
作
し
て
い
る

地
元
の
皆
さ
ん
を
参
考
に
諸
君
も
社
会

人
と
し
て
厳
し
さ
を
乗
り
越
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
々
あ
る
と
思
う

が
地
元
の
皆
さ
ん
の
苦
労
を
見
て
、
感
じ

て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
」
森
本
副

工
場
長
は
「
保
存
会
、
行
政
の
皆
さ
ん
に

は
大
変
お
世
話
に
な
る
。
こ
の
こ
と
を
新

入
社
員
、
幹
部
社
員
は
心
を
も
っ
て
感
じ
、

接
す
る
よ
う
に
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。 

 

九
時
半
、
「
棚
田
の
保
存
、
景
観
、
文

化
、
生
物
多
様
性
」
を
説
き
な
が
ら
十
一

時
に
ふ
れ
あ
い
広
場
に
到
着
。
こ
の
頃
か

ら
爆
弾
低
気
圧
の
影
響
で
強
風
、
み
ぞ
れ

の
降
る
最
中
、
保
存
会
指
導
に
よ
る
ふ
れ

あ
い
広
場
の
景
観
整
備
を
行
っ
た
。 

昼
食
は
「
棚
田
っ
娘
」
自
慢
の
五
平
餅

と
猪
汁(

猪
肉
は
海
老
の
伊
藤
勇
さ
ん
の

ご
厚
意
と
地
元
捕
獲)

で
も
て
な
し
た
。 

          

            

交
流
会
は
松
下
事
務
局
の
軽
快
な
テ

ン
ポ
で
進
行
。
穂
積
市
長
は
地
元
優
良
企

業
に
就
職
お
め
で
と
う
。
新
城
市
に
住
ん

で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
」
県
新

城
設
楽
農
林
水
産
事
務
所
の
伴
課
長
は

「
全
国
で
も
名
だ
た
る
四
谷
の
千
枚
田

の
活
性
に
ふ
る
さ
と
指
導
員
を
通
し
て

で
き
る
だ
け
の
支
援
を
目
論
ん
で
い
る
」

と
挨
拶
さ
れ
た
。
自
己
紹
介
で
は
「
挨
拶

を
し
っ
か
り
す
る
」
、
「
早
く
班
長
に
な

る
。
早
く
工
場
長
に
な
る
」
等
々
、
夢
を

語
っ
た
。
最
後
に
千
枚
田
入
り
口
付
近
の

腐
れ
木
を
片
付
け
た
後
、
保
存
会
を
代
表

し
て
高
橋
副
会
長
、
横
浜
ゴ
ム
か
ら
は
い

つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
藤
沢
さ
ん

か
ら
お
礼
の
挨
拶
で
研
修
を
終
了
し
た
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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作
業
道
復
旧 

台
風
十
五
号
で
崩
落
し
た
作
業
道
が

三
月
末
に
完
成
し
た
。 

 

こ
の
災
害
に
遭
っ
て
棚
田
の
百
性
は

道
の
大
切
さ
が
し
み
じ
み
解
か
っ
た
。 

地
域
の
人
や
耕
作
者
に
と
っ
て
「
千
枚

田
は
新
城
市
や
愛
知
県
、
国
に
お
い
て
も

有
名
で
放
っ
て
お
く
こ
と
が
で
き
な
い

大
事
な
宝
だ
か
ら
、
じ
き
に
直
し
て
も
ら

え
る
で
の
ん
」
と
皆
に
言
い
歩
い
た
。 

行
政
も
復
旧
に
す
ば
や
く
動
い
て
い

た
だ
き
、
復
旧
に
至
っ
た
。
そ
れ
も
こ
れ

も
平
成
九
年
、
行
政
の
受
け
皿
と
し
て
鞍

掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会
を
設
立
。
棚
田
の

保
全
、
都
市
交
流
等
々
、
保
存
会
を
核
に

地
元
と
行
政
が
手
を
取
り
合
っ
て
築
き

あ
げ
て
き
た
賜
物
と
感
謝
の
念
を
抱
く

と
と
も
に
、
よ
り
一
層
、
責
務
を
持
っ
て

棚
田
保
全
に
取
組
み
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

           

連連
谷谷
おお
助助
けけ
隊隊
総総
会会  

 

四
月
七
日
、
お
助
け
隊
は
連
谷
会
館
に

お
い
て
平
成
二
十
四
年
度
の
総
会
を
行

っ
た
。 

 

二
十
三
年
度 

事
業
報
告 

一
「
灯
そ
う
千
枚
田
」
事
業
の
実
施 

① 

準
備
作
業 

五
月
二
十
二
日 

② 

イ
ベ
ン
ト
開
催 

六
月
四
日 

二 

千
枚
田
保
存
会
環
境
整
備
作
業
へ
の

協
力(

保
存
会
主
催
行
事)  

 

 

期
日 

五
月
二
十
九
日
、
十
月
二
日 

三 

連
谷
地
区
環
境
整
備
活
動
の
実
施 

 
 

期
日 

 

十
一
月
十
三
日 

 

 
実
施
場
所 

与
良
木
・
大
代
地
内
の
沿

道
伐
採
作
業 

二
十
四
年
度 

事
業
計
画 

一
「
灯
そ
う
千
枚
田
」
事
業
の
実
施 

イ
ベ
ン
ト
開
催 

六
月
二
日(

予
定) 

二 

連
谷
地
区
環
境
整
備
活
動 

 
 
 

期
日 

 

十
一
月
中
旬(
日) 

三 

千
枚
田
保
存
会
主
催
行
事
へ
の
協
力 

 

 
 

・
各
種
交
流
活
動
及
び
千
枚
田
周
辺

環
境
整
備
活
動
ほ
か 

二
十
四
年
度 

役
員 

・
リ
ー
ダ
ー 

林 

義
明 

・
役
員 

原
田
佳
治
、
小
山
英
樹
、
大
橋

剛
、
金
古
浩
一
、
原
田
英
史
、
松
下
誠 

お
助
け
隊
結
成
か
ら
、
は
や
九
年
。
そ

の
間
、
保
存
会
活
動
の
手
と
な
り
足
と
な

り
地
域
の
活
性
に
ど
れ
だ
け
寄
与
し
た

こ
と
か
。
頭
の
下
が
る
思
い
で
あ
る
。 

   

四
月
七
日
、
連
谷
ふ
れ
あ
い
交
流
館
は

地
域
住
民
に
呼
び
か
け
、
恒
例
の
「
お
花

見
会
」
を
盛
大
に
催
し
た
。 

 

あ
い
に
く
、
今
年
は
寒
く
て
お
花
見
は

で
き
な
か
っ
た
も
の
の
写
真
で
見
る
よ

う
に
「
若
い
頃
は
そ
れ
な
り
の
べ
っ
ぴ
ん

だ
っ
た
」
と
自
負
す
る
着
物
姿
の
お
姉
さ

ん
達
？
か
ら
本
格
的
な
作
法
に
よ
り
緊

張
し
な
が
ら
も
お
茶
を
い
た
だ
い
た
。 

 
 

                     

田

植

え 

・
五
月
十
日
、
豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校

の
田
植
え
が
千
枚
田
を
実
習
田
と
し
て

行
わ
れ
る
。
同
校
は
食
の
原
点
で
あ
る

「
米
つ
く
り
」
を
田
植
え
か
ら
収
穫
ま
で

体
験
。
ま
た
、
地
元
の
お
ば
さ
ん
の
指
導

で
郷
土
料
理
な
ど
の
実
習
も
行
う
。 

・
Ｊ
Ａ
愛
知
東
で
は
「
こ
ど
も
農
学
校
を

開
催
。
一
年
間
の
農
業
体
験
を
通
し
て
こ

ど
も
た
ち
に
「
食
」
と
「
農
」
の
大
切
さ

を
教
え
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
五
月
十
二

日
、
千
枚
田
で
高
橋
庄
一(

顧
問)

の
指
導

で
田
植
え
が
行
わ
れ
る
。 

・
五
月
十
六
日(

午
後)

、
連
谷
小
学
校
の

田
植
え
が
行
わ
れ
る
。 

 

全
校
五
名
、
先
生
方
七
名
で
一
、
二
年

生
が
い
な
い
の
で
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
が
、

野
外
学
習
に
千
枚
田
活
動
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
い
る
。 

千
枚
の
水
鏡 

 

千
枚
田
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

か
ら
代
か
き
、
田
植
え
が
始
ま
る
。
田
植

え
の
最
盛
期
は
十
日
か
ら
二
十
日
頃
で
、

観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
。 

ふ
れ
あ
い
広
場
か
ら
見
下
ろ
す
「
千
枚

の
水
鏡
」
は
季
節
の
風
物
詩
と
し
て
人
気

が
高
い
。 

行 
 

平
成
二
十
四
年
四
月
十
五
日 

 
 
 
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 

お

花

見

会 


